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	PTXTNEEDS: 健全な青少年の育成については、重要度、満足度はともに高く推移している。
	PTXTJYOUKYOU: 高度経済成長は、経済的な豊かさと多くの利便性をもたらす一方、核家族化、少子化が進行し、親の過保護等で、青少年の依存心が助長され、社会的自立していく時期を以前より遅らせている。
	PTXTGAIYOU: 若者を取巻く環境の悪化により、ニート・引きこもり等の困難を有する多くの若者に対して各分野の支援機関が連携し、一人ひとりが社会的自立に向け動き出せるよう支援しています。
	PTXTTAIOUSAKU: ひきこもりの経験者や２０歳代，３０歳代の同世代の若者など，より支援対象者に身近な存在の者が，本人の思いや課題などを引き出すことは大変有効である。そのような機能のある「深谷市若者サポートステーション」を引き続き支援していく。
	PTXTHYOUKASYA: こども青少年課長　小林　利夫
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	PTXTCOMMENT: 平成２７年度のひきこもり相談は、就労についての相談ではなかったため、「深谷市若者サポートステーション」へ案内した人数が０人だった。今後も深谷市若者サポートステーション」とより一層の連携を図り、ニート・ひきこもり者への支援を行っていく。また、講演会も継続して開催しニート・ひきこもりについての啓発を行っていく。
	PTXTKENKAI: 人口減少社会において、ニートや引きこもり等がより多く社会適応していくことは、各個人や家族にとって有益なだけではなく、労働人口を増やすという観点等からも有益である。そのため、深谷市若者サポートステーションを活用し若者の自立と就労を支援
していくことは重要である。
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